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2. 3 環字 績 紅 同室
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a: 水平断面 b: 矢状断面 c: 前額断面
A: 前面 p: 後面 L: 外面 M: 内面 LC: 大腿骨外側顆 MC: 大腿骨
内側顆、 ＊：膝蓋骨 F: 大腿骨 T: 腔骨
サークルは関節包の前面 (A) と後面 (P)を示す。
した（45～60 日）。それらの脱灰標本は、水洗した
後、真空に保ったデシゲーターの中で 70、95 および





















































































































































された。さらに、IM では CO と異なり太い動脈・静
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IM では滑膜ヒダは見られなかった（図 6）。 
  
４．考察 





















b d:co c, e: IM、赤矢頭 ：滑膜ヒダ、ヒ°ンク矢頭 ：平滑な
滑膜面
尋口
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本研究はラット 6 週齢の wistar 系雄性ラット 24 匹
を用い、それらを 3 週間の実験期間において不動群
（IM）と対照群（CO）に分類した。IM は左右膝関節
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